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研究成果の概要（和文）： 

西アフリアの経済通貨統合の制度と現在の動きについて調査するとともに、CFA フランと旧

仏領西アフリカの経済発展の関係を明らかにするために、西アフリカの非 CFA フラン圏と CFA

フラン圏の実質実効為替レート 1999-2008 期間について計算し、比較することを試みた。CFA

フラン圏は、物価が低く抑えられていることから、資源ブーム期間においても、予想以上に実

質実効為替レートは抑えられていることが明らかとなった。切り下げの効果については、現在

も研究継続中である。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This research was conducted in order to reveal the effects of the West African Economic 

Monetary Union (WAEMU) and its common currency, the CFA franc, on WAEMU member countries. 

First, we examined the historical background of the WAEMU and their neighbouring countries. 

Second, in order to reveal the relationship between these countries institutions and their 

economic development, we calculated their real effective exchange rate (REER), nominal 

effective exchange rate (NEER), and effective real price index (ERPI) for the period 

1999–2008, and compared the results. We found that these values for WAEMU members tend 

to be more stable than those of non-WAEMU members. Against our expectations, the REER 

of WAEMU member countries had not appreciated because their prices were well controlled. 

Regarding the effects of devaluation on the WAEMU countries, our investigation is still 

in progress. 
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１．研究開始当初の背景 

CFA フランとは、植民地時代にフランスに

よって創設され、現在も、旧フランス領サブ

アフリカ諸国の複数国で使用されている共

通通貨である。正確には、アフリカ金融共同

体 フ ラ ン （ Communauté Financière 

Africaine）と中部アフリカ金融協力フラン

（ Coopération Financière en Afrique 

Centrale）の 2種類の CFA フランがあり、そ

れぞれの通貨経済共同体が、西アフリカ経済

通貨同盟（仏）UEMOA, 英）WAEMU）および

中部アフリカ経済通貨共同体（CEMAC）であ

る。この CFA フランは、周辺諸国と通貨統合

を行うのみならず、2002 年 1 月まではフラン

スフランに、それ以降はユーロに一定レート

で固定され、さらに、政治的理由から、為替

レートの維持がフランス政府によって保証

されているところに特徴がある。 

アフリカ諸国の多くは限られた数の換金

作物・天然資源に外貨収入の大半を依存して

おり、それゆえに、一次産品の世界市場価格

低下に極めて脆弱な経済構造に立脚してい

ることはよく知られている。他方で、一次産

品価格が急騰している時には、外貨収入や

GDP が増大し、バブル経済が引き起こされる

のであるが、結果的にオランダ病（特定の一

次産品以外の貿易財部門の縮小、為替レート

の増価から非貿易財部門の拡大）に陥りやす

く、当該国の一次産品依存をさらに助長する

傾向にある。この問題を緩和するためには、

資源ブーム時には為替レートの適度な切り

下げ、投資の抑制が望ましいとされている。

しかし、当該地域は、上述のようなフランス

とのパターナリズム（家父長主義）関係にあ

るため、為替レート切り下げという政策手段

は保持していない。 

 

２．研究の目的 

西アフリカの経済通貨統合の制度や近年

の展開を明らかにするとともに、CFA フラン

圏の経済発展を当該地域の共通通貨 CFAフラ

ンとの関係から分析する。 

 

３．研究の方法 

(1)CFA フラン圏の通貨統合および地域統合

の動きをまとめる。 

(2)CFA フラン圏の周辺にある旧英国領アフ

リカとの通貨統合（西アフリカ通貨圏）の

動きをまとめる。 

(3)コートジボワール共和国が資源ブームに

沸いた 1978 年のデータを用いて CGE モデ

ルを構築し、このときに為替の切り下げ、

投資抑制といった政策手段が当該国の経

済構造の多様化に与える影響を分析する。 

(4)加盟国ごとの実質実効為替レートを計算

して名目為替レートとの乖離や競争力の

改善・悪化、域内格差の是正の成否などに

ついても検証する。 

 

４．研究成果 

CFA フラン圏の制度および西アフリカの経

済通貨統合の動きおよびその意義について

は、既存研究を整理し、下記の雑誌論文①、

③、④にまとめた。なお、①はアジア・アフ

リカ研究所創立 50 周年記念学術懸賞論文入

選という形で評価していただいた。 



CFA フラン圏と周辺の非 CFA フラン圏の実

質実効為替レートを 1999 年から計算し、さ

らに名目実効為替レートと実効相対価格比

に分解して検証したところ、CFA フラン圏は、

物価が低く抑えられていることから、資源ブ

ーム期間においても、予想されていた程には、

実質実効為替レートが増価していないこと

が明らかとなった。また、同様に周辺の非 CFA

フラン圏諸国と比べたところ CFAフラン圏の

為替レートが相対的に増価しているように

感じるのは、むしろマクロ経済管理がうまく

実施されていない非 CFA圏諸国の為替レート

が相対的に減価していることが大きな要因

であることも明らかとなった。これについて

は学術論文の②および英文論文”Real 

Effective Exchange Rates and Two Monetary 

Unions in West African 

Countries:1999-2008”（英文査読付き論文

に投稿中）にまとめるとともに、学会発表を

４度行った（学会発表の③、④、⑤、⑥）。 

また、2008 年－2009 年度期間で CGE モデ

ルを構築して、為替の切り下げ効果を分析す

ることを試みたが、CGE モデルを構築するた

めには、誤差脱漏の多い当該地域のデータを

かなり無理な形で整合性のとれたものにす

る必要があること、また、データ制約から現

実経済をかなり抽象化、モデル化する必要が

あることが判明した。当該地域の経済の実態

を知る者として、そうしたヴァーチャルなモ

デルから得られた結論が、経済理論として何

がしかの示唆を与えるものであっても、当該

地域の具体的な経済発展を考える際に説得

力のある結論を導き出すことができるのか

疑問を持つに至り、これについては中断した。 

代替の策として、CGE モデルではなく、算

出された実質実効為替レートが各国の輸出

入に与える効果を分析することを行ってい

る。これについては、研究期間中に完了する

ことができず、現在も継続中である。一定の

成果が出せるよう、今後も努力を続けたい。 

上記以外にも、非専門家の人々を対象とし

た書籍にアフリカ大陸における地域経済統

合の取り組みの現状とその意義、西アフリカ

の地域経済統合の歴史背景を明らかにする

ための論文を寄稿した（図書の①、②、③）。

また、財務省で講演させて頂く機会ももった。

このように研究内容を広く社会に還元する

とともに、同じテーマに関心を持つ研究者の

学会発表コメンテーター（その他の①）や、

類似のテーマについて投稿された学術論文

の査読者としての役割も果たした。 
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